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この夏、信州の諏訪湖畔にある原田泰治美術館を訪

れました。原田泰治さんは、消えゆく日本のふるさと

の情景とそこに生活する人々の暮らしを、限りない愛

情をこめて、細かい点を連ねることで表現している“ナ

イーブアート（素朴絵）”で知られる風景画家です。「あ

あ、あの絵か」と思い当たる人もおられることでしょ

う。1982年から３年間、朝日新聞日曜版に「日本のふ

るさと」を連載し、一躍、世に知られることとなりま

した。みなさんはまだ生まれる前の話ですのでご存じ

ないでしょうが、ご両親やそのまたご両親で日曜版を

楽しみにしておられた方もおられるのではないかと思

います。かくいう私も、そのときからファンになりま

した。 

このような原田さんの絵は、ご自身の境遇から生み

出されたそうです。１歳のとき小児麻痺を患い、両足

が不自由になりました。父親は、そんな彼を自然のな

かで育てたいと思い、田舎の、集落から離れた小高い

場所に開拓農民として入植したそうです。原田さんは

ほとんど動くことができませんので、家の庭先から周

囲の風景を眺め、四季折々の移ろいを肌で感じつつ、

それに合わせて暮らす麓の集落の人々の生活を眺めた

り、かがみこんでは蟻などいろいろな虫を観察したそ

うです。このような状況の下で、大きな世界観と小さ

な世界観が融合し、合体してできあがったのが「原田

泰治の世界」と称される独自の空間でした。日本各地

の美しいふるさととそこで暮らす懐かしい人々を描く

あたたかい眼差しの作品は、観る人の心にほのぼのと

した温もりと安らぎを与えてくれることから“日本人

の心のふるさと”と呼ばれていますが、その世界観は、

このような“鳥の目と虫の眼”から生まれてきたとい

えるでしょう。 

いま「日本のものづくり」は、新たな局面にさしか

かっています。ひと昔前に比べると、我々の生活はず

いぶん便利になりました。何でも、と言っていいくら

い、欲しいものが安く簡単に手に入ります。ものが充

分でなかった時代、「ものづくり技術者」に求められた

資質は、主として特定の専門分野の技術であり、能力

でした。機能が優れたものをいかに効率よく低コスト

でつくるか、それがポイントでした。いまは、そうで

はなくなってきています。人々が求めるものは、生活

に便利なものから、人類に幸せと安定をもたらすもの、

たとえば医療でありエネルギーであり環境といった分

野のものです。これらの要求に応えるには、単に専門

知識を身につけるだけでは十分ではなく、広く地球規

模で状況を把握し、考えの異なる人々と共存する視点

ももたねばなりません。この点において、文学や芸術

やさまざまな社会科学に触れることを欠かすことはで

きませんし、種々の自然科学系分野の知識も重要です。

また、特定の専門分野だけでなく、他の分野の知識を

身につけることも不可欠になっています。もちろん、

自分の専門とする分野については深く理解し、十分に

使いこなすことは必須です。すなわち、これからのも

のづくり技術者は、広く世界の動きを見渡す“鳥の目”

と専門分野を知り尽くす“虫の眼”をもつことが求め

られているといえるでしょう。 

“虫の眼”をもつ訓練はこれまでも行われています

が、“鳥の目”をもつ訓練はまだ十分とはいえないよう

に思います。図書館には、いろいろな分野のさまざま

な図書が揃えられています。館内に入り、ぐるっと見

回すだけで心持ちが変わります。“鳥の目”を養う上で、

図書館はとても有用。「ものづくりの中核技術者」をめ

ざすみなさんには図書館に足を運び、“鳥の目”を養っ

ていただきたい。そして、ものづくりの舞台で「独自

の世界」を築いていただきたいと思っています。 
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鳥の目と虫の眼 
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皆さん、本を読み返すことがありますか。私は、こ

れまで、本を読み返すことはありませんでしたが、最

近、「本を読み返す」ことについての２つの体験をした

ので、「本を読み返す」ということについて書いてみた

いと思います。 

体験の一つは、出張の時です。出張は、移動の交通

機関の中で、まとまった時間が取れるので、「積読」の

本を読むよい機会です。ある出張に4冊の本を持って

いきましたが、その中の１冊が、少し前に読んだ本で

した（その本は、強い印象を受けた本でしたが、その

ような本でも本のタイトルさえよく覚えていなかった

ことに、ある意味びっくりです）。他の本もあったので

すが、せっかくなので読んでみることにしました。特

に、強い印象を持っていた部分を見返してみましたが、

最初に読んだ時とは、ちょっと違った見方をすること

ができました。最初読んだときは、書いてある内容に

対して、強い共感や反発という直接的な気持ちが強か

ったように思いますが、2 回目では、内容に対する一

方的な見方ではなく、書いてあることに留まらず、他

の事例にも考え、広く考察できたような気がします。

最初の時は、盛り上がった気分の勢いで読んでしまい、

二回目は、そのような高揚が少ない分、理性的に読め

たのかもしれません。 

もう一つの体験は、半分ぐらい読んで置いておいた

本を、久しぶりに読んだことです。その本には、気に

なったところに付箋をつけていたので、本を読み進め

るのと合わせ、気分転換のように付箋の部分を読んで

みました。そうすると、付箋を付けた部分よりは、そ

の前後の部分の方が気になるのです。付箋を付けた部

分は、著者の所見などを述べている箇所ですが、1 回

目の読書で、それを知ってしまい新鮮さが薄れ、２回

目は、単に知るというのではなく、そのことを考えな

がら本を読めたという感じです。 

 

本を読むとき、意識しなくても、何かしらの形で脳

に刺激が残るはずです。一度目の読書では、考えなが

ら本を読んでいるつもりでも、あくまで情報を脳に蓄

積しているだけだとは考えられないでしょうか。「考え

る」ことが、蓄積された情報の結びつきにより実現さ

れるのだとすると、本を一回読むだけだと、その本の

本当の内容を理解できていないと言えるのかもしれま

せん。 

そう考えるとは、あまり本を読み返してこなかった

私は、非常にもったいなことをしてきたということに

なります。そういえば、学生時代に読んだ渡部昇一氏

の「知的生活の方法」にそのようなことが書いてあっ

たような気もします（この本は、繰り返し読んだはず

ですが・・・・）。 

どうか皆さんも、「本を読み返す」という体験をして

みてください。そして、「繰り返し読む」ということも

やってみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

寄稿 

 

本を読み返すということ 

もう 20 年ぐらい前に買った 4 コマ漫画の本

を、繰り返し読んでいます。子供も何度も読ん

で、ボロボロです。内容を覚えているのですが、

子供は、それでも、ケラケラと笑うことがあり

ます。この場合は、マンガの雰囲気・リズムを

思い出しながら、それらを楽しんでいるのかも

しれません。ちなみに、この4コマ漫画は今で

もシリーズとして出版されており、40 巻ぐら

いになっているようです。久しぶりに一冊買っ

て、繰り返し読んでみました。 
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読書のすすめ 

 

本に関する回想 

人文社会系分野 

市﨑 一章 

 

「本を読みなさい」―――物心つき始めたころから耳に残

っている、学校の先生の決まり文句である。先生との連絡帳

で一ヶ月でどれだけの本を読んだのか、自己申告するように

なっていたのだろう、「Ｎさんは今月も２０冊、すごいです

ねー、皆さんも見習うように」なんて言われた記憶がおぼろ

げにある。生来、まったく落ち着きがなく、現代風にいうと

超outdoor派の私にとって、じっと座って本を読んで、何が

面白いのか、そんなの爺さんの囲碁や将棋と同じではないか

くらいの意識しかなかった。ただ、Ｎさんが通う市立図書館

は自宅の近所にあったので、一度試しにと、訪れたことがあ

る。外観も古臭い建物であったが、中に入ると薄暗く、なお

さら古書特有のむっとする臭いが強烈であった。カウンター

に口数少ない職員が一人いただけで、館内には１－２人の来

場者だけだったろうか、書架にずらりと並んだ褐色に焼けた

文庫本が、西の窓から差し込んでくる夕陽に照らされている

光景が、なぜか鮮明に印象に残っている。ただ、結局開いた

のは、「片翼帰還の樫村機」というタイトルのある白黒写真

の戦記物グラビアであった。実は、私の里は香川県の善通寺

という元陸軍の部隊があった（現在は陸上自衛隊駐屯地とな

っている）町で、実家の真向いが（銃撃戦の末、大きなダメ

ージを受けながらも奇跡の片翼飛行で帰還し、時の英雄とな

った）樫村氏の実家であった。結局、樫村氏はその後再出撃

して帰らぬ人となったが、幼い頃より「樫村機」という名前

は地元の英雄として何度も耳にしており、グラビアを開けた

のもその名称が脳裏に焼き付いていたからだろう。今春、二

十余年を過ごした九州の宮崎を離れ、海軍の町、呉にある高

専に着任したのも、陸／海軍のご縁なのかもしれない。 

グラビアでは「本」とは言えないかもしれないので、小学

校時代に読んだ本を挙げるなら『モルグ街の殺人事件』が印

象に残っている。大学で英文学部に入学し、英文学部生必読

の書としてオリエンテーション時に勧められた一覧の中に、

Edgar Allan Poeという名前があった。お蔭で、日本の推理

小説家の江戸川乱歩はその名前をもじったこともわかった

し、数年後に米国（Arkansas の大学）に留学した際には、

Virginia 州にある Poe Museum に訪れる機会にも恵まれた。

「モルグ街」や「陥穽と振り子」といった、こんなに恐ろし

い作品をよく書けるなぁーという幼い頃に受けた強烈な想

いは、前職場で指導していた英米文学史の講義で、Poeの作

品を解説する際の熱弁へと具現化した。 

日本の大学では英語を専攻したが、半年／通年の講義で消

化するテキストの量は、文学関連の科目であってもわずか一

冊に過ぎなかった。留学の一年間で取得した単位は帰国後、

卒業単位として認められるというし、３ヶ月もの長い夏季休

暇を無為に過ごすのはもったいなかったので、留学先とは別

に、憧れの街New York City の大学で夏季講習を受けること

にした。Brooklynにある寮に入り、コミュニケーション科目

に加えて文学を２科目登録した。すると周囲の米国人から

Crazy!と言われる始末。何がまずいのか、それは初回講義で

判明した。きつい方の文学科目では、わずか６週間の講義で

これだけ読むようにと、日本の文庫本の数倍厚いテキストを

１２冊積み上げられたのである。そんなの日本ではありえな

いと指導教授に泣きついたところ、外国人ということで半分

に減らしてくれたが、それからが地獄だった。当時は１ドル

＝２２０円の時代。高額な学費も既に払い込んだし、もとを

（＝単位を）取らねば大損である。朝昼晩と３食が「食パン

＋ボロニアハム＋ウォータークーラーの水」という日も少な

くなかった。早読のスキルもなく、連日、辞書を頼りに体力

勝負である。真夏のBrooklyn、最高気温は４３度、なぜか寮

のエアコンは効かず、朝起きると灼熱からか自然に鼻血が垂

れる始末。そしていよいよ本番の期末試験。その時点でも課

された量の１／３しか読めておらず、白紙のままでは確実に

不可となる、何でもいいから何か書かねばと、適当に何がし

かを書いたのを覚えている。そんな無茶苦茶な若者を憐れん

でか、寛大な教授はC⁺をくれた。 

そもそも読書はそれほど好きではなかったためか、結局、

専門は文学ではなく語学（音声学）になったものの、仕事で

研究書は読まざるを得なくなった。ただ、この分野の研究書

は、データを集めて分析したものが多く、いわゆる科学技術

論文で味もそっけもない。よってなおさら、たまに仕事以外

の本を読む時、日本語にせよ英語にせよ文学性豊かな表現を

目にする度に、自分の筆力の乏しさを嘆きつつ、そんな文章

を書ける筆者には強い憧れと羨望を抱くのである。 
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近年、インターネットや携帯等情報メディアの発達・普

及によって「読書離れ」や「活字離れ」が進み、社会問

題となっている。私は、近頃、一般読書を読む時間がな

かなか確保できなくなり、読書といっても情報や数学等

の専門書しか読んでいません。皆さんに是非読んでいた

だきたい書物を2冊紹介したいと思います。 

一冊目は、岩波文庫から出版されている『読書のすすめ』

(1997年出版して 2005年に第11刷発行)である。この書

物は、37名の筆者の方々の個性と体験をもとに多様なテ

ーマで短編にまとめられており、読者として若者が想定

され、学生にとって読みやすい。「読むことと想像するこ

と」（池内了氏）、「青春の読書と小説」(加賀乙彦氏)、「音

読」（串田孫一氏）、「読書と友だち」（坂本義和氏）、「読

書のたのしみ」（田辺聖子氏）、「読書による理解」（中村

元氏）、「＜面白い＞と＜わかる＞」（中村雄二郎氏）、「読

書と私の人間形成」（西澤潤一氏）、「本の読み方」（養老

孟司氏）等、作者からの熱いメッセージは世代の別を越

えて読者の心に響く。その中から特に印象に残った文章

を一部紹介する。 

「読書には、大きく分けて、二種類の読書がある。一つ

は、何かを得るための読書。もう一つは、娯楽としての

読書。つまり教養主義あるいは情報主義的読書と面白主

義的読書。だが、その二種類の読書を合わせ、しかも越

える、もう一つの読書が、ある。･･････」 

作者にとって、大切な三つ目の読書とは何か？是非、坪

内祐三氏の「夏の読書」を読んでみてください。 

「本の読み方には、二通りある。一つは、本に主観的に

埋没すること、もう一つは、書かれた内容を、なんらか

の客観的なデータとして扱うことである。･･･第一の読み

方は、ごくふつうの読み方であり、「感想文」的な読み方

といってもいいし、「文科」的な読み方といってもい

い。･･･むずかしい本は、どちらかと言えば、二番目の読

み方になる。」「この二つの読み方が合体すると、理想的

な読み方になるかもしれない。」作者より薦められた理想

的な読み方とは？「本の読み方」を是非ご一読下さい。 

「若いときの読書が、一番楽しく、また自分の人生観の

根本を作ってくれた」と語っている加賀乙彦氏、彼の青

春時代、どんな本を読んだのか、どういう基準で本を選

ぶのか？「青春の読書と小説」をご一読下さい。 

「読書とは対話である。読書の楽しみは、対話の相手と

なる友だちを、いくらでも広げていけることにある。ま

ったく会ったことのない人、まったく見たこともない社

会や時代の人と、対話ができることは素晴らしい。読書

では、大思想家、大学者、大文豪でも、いわば敬称ぬき

で、対等に語りかけることができる。私にとって、読書

とはいい友だちを作ることだった。」（「読書と友だち」よ

り）。 

学生の皆さん、この機会に是非一度、それぞれの筆者の

方々に出会って対話してみませんか。 

また、私は数学科の教員として皆さんに是非読んでいた

だきたい書物は、数学者である遠山啓 監訳『数学とは

どんな学問か』(ブルーバックス、1974)である。学生か

ら「先生、数学とは何か」という質問をよく耳にする。

この問に対して、この書物は、数学という学問の性格は

何か、それはどうして発展して生まれたのか、数学はど

のような人々により創り出されたのか、それはどんなと

ころで展開され活用されているのか、等々に答えてくれ

る。また、数学嫌いの学生にも数式を最小限にとどめて

おり、大変読みやすいことが特徴である。是非一度読ん

でみてはいかがでしょうか。最後に、皆さんに対して、

以下の名言を贈りたい。 

*「子供の頃、たくさんの夢を見た。今思うと、たくさ

んの本を読む機会に恵まれたから、夢が膨らんだのだと

思う。」(アメリカマイクロソフト社創業者 ビル・ゲイツ) 

*「読書の方法を知っている人はすべて、自分自身を拡

大し、存在できる道を増やし、人生を有意義で、面白く、

最大限に活かす力を持っている。」（イギリス作家 オルダ

ス・ハクスレ） 
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読書のすすめ 

自然科学系分野 

北村 光一 
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枠を広げるための読書 

電気情報工学分野 

外谷 昭洋 

 

高専生は世間から “高専生だから○○”と枠にはめら

れてみられる時がある。また、自分自身をそうした枠に

はめて考える傾向があり、それを嫌っていたので、その

枠を変えたり広げたりするために、今までに様々なこと

に挑戦し、それとあわせて様々な本を読んだ。今回はこ

の場を借りて、私の枠を広げてくれた本をおススメの本

として紹介したいと思う。 

 

○世界観の枠を広げてくれた本 ― 同世代の若者を描い

た小説 

私は高専時代に“井の中の蛙”であった。要するに、世

界観についての視野が狭かったのである。その視野を広

げてくれたものの一つは、同世代の奮闘を描いた小説だ

ったと思っている。私は読書家というほどではないが、

ジャンルを問わずいろいろな本を読んできた。そのなか

でもフィクション作家である石田衣良氏は、高専時代に

私の世界観を広げて、知らない世界に飛び込む勇気をく

れた作家だと思っている。私は彼が描く、日々挑戦しな

がら生きる若者たちの姿に自分を重ね合わせて、自分の

足りないところを感じ、未知の世界に飛び込む勇気や向

上心を植えつけられた。また、彼が描くさまざまな人の

姿を見ながら、人の多様性や当時の自分の知らない世界

についても知ることが出来た。そのおかげもあり、進学

や留学など、それまでの自分なら出来なかった様々なこ

とに挑戦して、自分の視野を広げることが出来たように

思う。 

 

○英語力の枠(限界)を広げてくれた本 ― 英語多読の指

南書 

多くの高専生は英語が苦手である。世間的にも、高専

生は英語が苦手と思われている。私も例にもれず高専時

代は英語に苦戦していたのだが、図書館で手に取った「快

読100万語!ペーパーバックへの道」に出会い、英語に対

する考え方や接し方が変わった。この本では、「オックス

フォード」シリーズや「ペンギンリーダー」シリーズと

いった英語の児童書をひたすら読み、英語に慣れながら

レベルアップを行う多読という学習法を薦めている。英

語が難しいと感じていた当時の私はこの本に倣い、中学

英語くらいの文章の児童書から読み始めて、英語に対す

るとっつきにくさや苦手意識を解消することが出来た。

本校の図書館にも多読用の図書が多数置いてあるので、

みなさんも是非挑戦してほしいと思っている。 

 

○社会人になるために枠を広げてくれた本 ― 社長が書

いた本 

社会を知る上で社会の先輩でありトップランナーであ

る社長の書いた本はおすすめである。最近読んだ本は居

酒屋チェーンワタミの社長、渡邉美樹氏の書いた本であ

るが、働く意味を感じるいいきっかけになった本である。

工業系で言えば、パナソニックの松下幸之助氏や京セラ

の稲盛和夫氏について書かれた本なども読んだことがあ

り、それぞれの企業精神や心構えを知ることが出来た。

将来、就職するにあたって、会社でどういう気持ちで働

くのか、また、企業は自分たちに何を求めているのかを

学ぶ良い機会になるので、社会人になる前に、こういっ

た本をぜひ読んでほしいと思う。 

 

最後に、私はある面接のときに、「私は高専卒だから英

語は苦手なんですよ」と緊張のあまり言ってしまったこ

とがある。やはり、内心思っていることはいざという時

に口をついて出てくるものである。これを肝に銘じて、

「私は○○だから、あれもこれもできますよ」と心のそ

こから自信を持って言えるように、これからも本を読ん

でいこうと思う。また、読んでくれた学生一人一人も、

素敵な本と出会って枠を広げて、いい意味で“高専生ら

しくない高専生”を目指してもらいたいと願っている。 

 

「池袋ウエストゲートパーク」 石田 衣良 (著) 

ISBN-10: 4163179909 

「快読100万語!ペーパーバックへの道」 酒井 邦秀 (著) 

ISBN-10: 4480087044 

「Sherlock Holmes Short Stories」Arthur Conan, Sir Doyle, Clare 

West (著) 

ISBN-10: 0194229858 

「E.T. THE EXTRA-TERRESTRIAL PGRN2」 Addison-Wesley (著) 

ISBN-10: 0582517478 

「きみはなぜ働くか」 渡邉 美樹 (著) 

ISBN-10: 4532195373 
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行事報告 平成２４年度第１回ブックハンティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２日の木曜日に、担当の先生と図書館の職員

の方、文化・環境副委員長、それと４，５年生各

クラス代表２名の学生で広島駅前にある『ジュン

ク堂書店』にブックハンティングに行ってきまし

た。なんといってもその日は学生が学校生活の中

で一番嫌がる前期末試験が終わった日だったので、

来ない学生もいるかなと思ったのですが、寝不足

等で疲れているにもかかわらず全員参加してくれ

たのでスムーズにブックハンティングを行うこと

が出来たと思います。今回のブックハンティング

の趣旨は学生たちが自ら読みたい本を選び購

入し呉高専の図書館に並べることで、学生たちが

さらに図書館を利用しやすくなるのではないか、

という企画だったと思います。とても良い企画だ

と思います。自分自身もそうですが、ゲームやネ

ットが普及する中で本を読む、ということが少な

くなっている学生達にはちょっとでも本と向き合

える良い機会になったのではないでしょうか。実

際に、『ジュンク堂書店』に到着すると、意外にも

みんな本を真剣に選んでいました。呉高専はその

名の通り専門的なことをよく学ぶ学校であるので、

学生たちもそれに合わせ建築の専門書や、機械の

専門書、資格の本、などが多く選ばれていたよう

に思えました。もちろん、文庫本、小説等も選ば

れていました。結果的にはみんな楽しんでブック

ハンティングを行えたのではないでしょうか。後

期は、１，２，３年生が行くみたいなので低学年

の学生たちは楽しみにしておいてよいと思います

よ。興味がある人、ぜひ参加してみてください。 

 

 

ブックハンティング図書紹介 

 

ラルース 地図で見る国際関係：現代の地政学 

Ｙ・Ｎ 

私が、この本を選んだ理由は以下の２つです。まず

１つ目は、読みやすさです。タイトルにもある通り

に、この本は１ページの半分に地図、もう半分にそ

れに関する説明というレイアウトとなっています。

高専では地理の授業がありますが、国際情勢に関す

るニュースを見ながら、そこがどういう地域にあっ

てどういう地形を有するのかを瞬時に理解できるレ

ベルに達するには難しいと思います。その点、この

本ではカラー刷りの地図を見ながら説明を読み進め

ていけるので、なぜそのような情勢になったかが分

かりやすいです。次に２つ目は、情報量の多さです。

この本は３８８ページあり、現在の世界情勢をくま

なくといったら語弊がありますが、かなりの範囲を

カバーしています。最近、池上彰さんの学べるニュ

ースという番組で世界情勢について解説しているの

を目にしましたが、そこで解説しきれなかった地域

がまだまだあるということに、この本を読めば気づ

くはずです。最近、私の周囲の人を見ていると、尖

閣、北方領土などの日本周辺や、9.11テロ等の非常

に危険性が高いニュースではその地域に関心を持つ

ものの、それ以外では全くと言っていいほど関心を

持っていないように感じます。世界中の領土問題や

人権問題を見てみれば、これから日本が進むべき道

を考える上で、非常に大きく役に立つのではないで

しょうか。以上の２つの理由から、私はこの本をブ

ックハンティングにて選びました。 

 

一球の心理学 

Ｋ・Ｒ 

自分は今まで野球部でずっと野球をしてきたので

すが、現役の時にこの本を読んでいたらもっといい

結果が出せたのではないかなと思い、この本を選び

ました。現役野球部の子にぜひ読んでもらいたい一

冊です。 

 

面白くて眠れなくなる化学 

Ｔ・Ｍ 

「コーラを飲んだら歯や骨が溶ける」「しょう油

をがぶ飲みすると死ぬ」などという話は多くの方が

聞いたことがあるだろう。ホントのところはどうな

の？！一つ一つの話が短く一気に読んでしまう一冊

です！ 

 

学生会 文化・環境委員長

 

瀬井 涼麻 
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20歳のときに知っておきたかったこと 

Ｈ・Ｒ 

20歳になり来年就職を控えていますが、社会に出

る事に大きな不安を抱いています。少しでも20歳と

しての自信を持ちたいと思いこの本に興味を持ちま

した。 

 

ここはボツコニアン 

Ｍ・Ｍ 

作者は「模倣犯」などで知られる宮部みゆきです。

雰囲気が取っ付きやすそうなので、彼女の作品を読

んだことがない人でも読むことができます。このよ

うな意外性のある本があることを知ってもらいたく

て選びました。 

 

第１回ブックハンティング購入図書リスト 
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第１回ブックハンティングのようす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

 

【表紙】 夏 

 

撮影場所が校内という事で、校内をウロウロしていると、野球ボールが転がっているのを見つけました。 

すぐ近くで呉高専と広島商船の野球の練習試合をしていたので、野球部員をバックにボールに焦点をあてて 

撮りました。野球ボールと部員を撮る事で「夏」を表現しています。 

（撮影：呉高専電気情報工学科 ５年 本計貴紀）
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・平成23年度 図書館貸出状況（クラス別） 

編集後記 

今回は第１回ブックハンティング購入図書リストを掲載してみました。 

みなさんの読みたい本はありましたか？リストだけではよく分からない人、次回のブックハンティング

は11月30日です。是非参加してみて下さい。 

  この「図書だより」が発行される時期はちょうど読書週間にあたります。みなさん一人一人の“ホン

トノキズナ”が深まりますように。 

  最後に、今号の発刊にあたり、ご多忙にも関わらず原稿を執筆して下さった方々にお礼申し上げます。
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